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1 健診受診率の分析
・健診受診率の伸びの要因分解
・事業所規模・業態別の状況
・事業者健診取得の状況
・事業所規模別受診率階級別事業所の状況

2 過去 3年間の健診受診回数別の分析
・リスク保有の状況
・医療費の状況

3 健診受診前後の医療機関受診の分析
・健診前医療機関受診有無別の健診後医療機関受診の状況
・検査値コントロールの状況

4 参考表
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[分析の目的]

この分析は、協会けんば被保険者における健康診査 (以下、「健診」という。)の受診状況、健診受診
の回数・履歴別のリスク保有・医療費の状況、健診受診前後の医療機関受診状況などの実態を把握し、健
診、保健指導等の保健事業の運営に活用することにより、加入者の健康維持・増進に資することを目的と
したものである。

[留意点]

1健診受診率の分析
・ 健診対象者は、年度末に35～75歳に達した1年間継続して協会けんぼに加入した被保険者とした。
・ 任意継続被保険者、日雇特例被保険者は含まれていない。 (以下、2、 3において同じ。)
・ 健診受診者は、健診対象者のうち、生活習慣病予防健診 (一般健診、付加健診)を受けた者、事業者
健診データの提供があった者としている。 (以下、2、 3において同じ。 )

2過去3年間の健診受診回数別の分析
・ 2の分析は、事業者健診を含めた健診受診の回数・履歴別の分析をテーマとしている。よって、協会け
んぽに健診デ=夕がないことから健診受診なしと判定したが、実1ま事業者健診を受診していた、とぃっ
たケースを極力排除する必要がある。取得した事業者健診を含めた健診受診率の高い事業所の被保険者
であれば前述のようなケースは低減するものと考えられ、「第6回保険者による健診・保健指導に関す
る検討会 (平成23年12月 15日 )」 において

821%、 84_3%)を 考慮して、平成20～22年度の3年間の健診受診率がいずれも85%以上であった事業所の
被保険者のうち3年間継続 して協会けんぽに加入した者 (各年度末において35～75歳)を集計対象とし
た。

リスク判定に使用する健診データは、特定保健指導レベルが判定不能でないもの (35～ 39歳の特定保
健指導レベルは40歳以上の階層化の方法に準 じて判定)と し、リスク保有者割合等の分母は当該 リスク
の判定が可能なデータの総数としている。各リスク保有は以下に従う。
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① メタボリックリスク保有率は、②かつ③～⑤のうち2項目以上に該当する (分母は集計対
象データ総数)

② 腹囲のリスク保有率は、内臓脂肪面積が100d以上の者 (ただし内臓脂肪面積の検査値がない場合
は、腹囲が男性で85cm以上、女性で90cm以上の者)の割合
③ 血圧のリスク保有率は、収縮期血圧13mttg以上、または拡張期血圧8肺酬g以上、または高血圧に
対する薬剤治療ありの者の割合

④ 脂質のリスク保有率は、中性脂肪150mg/dl以上、またはHDLコ レステロール40嘔/dl未満、または脂
質異常症に対する薬剤治療ありの者の割合

⑤ 代謝のリスク保有率は、空腹時血糖1 lllmg/dl以上 (ただし空腹時血糖の検査値がない場合は、
HbAlc 5 5%以 上)、 または糖尿病に対する薬剤治療ありの者の割合

・ 入院外の医療費は入院外レセプトに対応する調剤レセプトの医療費を含んでいる。 (以下、3におい
て同じ。)

'年 齢調整後のリスク保有割合、医療費は以下の計算式により算出している。
年齢調整後リスク保有割合 (医療費)=Σ グループ別年齢階級別リスク保有割合 (1人当たり医療費)
×グループ計の年齢構成割合

3健診受診前後の医療機関受診の分析
・ 平成20年9月～平成22年 11月 まで継続して協会けんぼに加入した被保険者のうち平成21年9～11月 の健
診受診者 (平成21年度末において35～75歳)を集計対象とした。
・ 糖尿病、高血圧症、脂質異常症に係る医療機関受診の有無は傷病欄に当該傷病の記載のある入院、入

院外レセプトの有無により判定している。
・ 糖尿病、高血圧症、脂質異常症に係る医療費は傷病欄に当該傷病の記載のある入院外レセプト (対応
する調剤レセプトの医療費を含む)の医療費を合計したものである。

4参考表
・ 参考表は、主にグラフの元データを収載している。
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健診受診率の分析
・健診受診率の伸びの要自分解

・協会けんぼの35歳以上の被保険者の平成22年度の健診受診率は43.3%であり、対前年度伸び率で8.2%増
(パーセントポイントでは3.3%ポイント増)と なっている。 (表卜1)
・健診対象者をA(前年度健診受診者)、 B(前年度健診未受診者)、 C(当該年度に健診対象となつた者)に
分けて、健診受診の状況をみると、Aは 911X強、Bは10%強、Cは4鰯弱と大きな差があり、また、A～Cの構成割合
が年度ごとに変化していることがわかる。 (表1-2)(P6参考参照)

表1-1健診受診の状況

健診対象者数

(人 )

健診ヨ (人 ) 健診受診率
計

①

生活習慣病
予防健診

事業者健診
② ②÷① 計

生活習慣病
予防健診 事業者健診

平成21年 f 11740062 4,700,847 4655431 45.416 400% 39.6% 0.4%
平成22年月 1.983.498 5191334 5.062500 128.746 43.3% 42.2% ■%
伸び率 66% 1779%
表1-2健診対象者の種類別の健診受診の状況
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健診対,

構成割合
計
０
生活習慣病
予防健診

事業者健診
② ②÷① 計

生活習慣病
予防値診 事業者健診

A前年度の側
平成21年度
平成22生慮

多受診者
3,714.026
4 100 0nA

７２

２。，４。３．７“
3.402,750
3830315

1,022

24105
00%
00%

9161
014%

島

醸

０

０
B前年度の個
平成21年度
平成22年庁

診未受診者
6,302.868
6137■6,

673.344
692378

643.909
607791

C当霰年度 :こ
平成21年度
平成22年慮

甦

“

)対象にな
1,729,100
165519■

●  |

，７７２鯉

６。８

６２４ ‐４，９５９̈
２

３

鶴

一

錢

”

00%
12%

※Aは、前年度から継続した健砂対象者のうち前年度に
Bは、前年度から継続した健診対象者のうち前年度に健診を受診していない者

平成22年度の健診対彙者、健診受診者の構成

者(1,055,198人 )

平成21年度健膝未受診者

(7.405.215A)

(注2)

健診対象者B:前年度の健診未受惨者(0,,37β 62人 )

うち、22年度の健滲曼鰺者は002.373人

(実施率 113)

平成21年度健診対象者(11,746.062人 )
(実施率 40研)

注1●惨対拿奢は、年度末に35～,5蔵に達した1年間継続して協会けん日=jn入した被保険者とし,任=籠
犠被保瞼奢、日層特例被保険者は含まれそし唸 t、

激 健

"未
晏鰺書(IB会けん1調こ腱リデ→ 置 し■いの事業者健譲晏鰺の有彙は不明

平成22年度健診対魚者 (1:,983,498人 )

22年鷹の健鰺受鰺■は,19い34人 (実施率4031)

‐207-



・平成22年度の健診受診率の伸び (82%)を要因分解すると、「A～ Cの割合変イヒ要因」が62%、
「それ以外」が2.0%と なっている。
・「それ以外」を更に分解すると、「Aの要因」が0.3%、  FBの要因」が0.8%、 「Cの要因」が
10%と なっている。また、別の切り口による分解では、「生活習慣病予防健診」が0.3%、 「事
業者健診取得」が1.8%と なっている。
,今後、健診受診率を高めていくためには、低いレベルにとどまっているBの受診率を高め、
健診対象者のBからAへの移行を毎年、確実に行つていくことが必要であり、そのためには事業
者健診データ取得の拡大が重要であると考えられる。

表卜3平成22年度の健診受診率の伸びの要因分解

計 A～ Cの割合変化要因 生活習慣病予防健診 事業者健診取得
A～ Cの割合変化要因

●
■

Aの要因 -0.2%

Bの要因 -0.4%

Cの要因
ハ
υ

計
α
ａ

ハ
υ

”
■

※Aは、前年度から継続した健診対象者のうち前年度に健診観 診した者
Bは、前年度から継続した健診対象者のうち前年度に健診を受診していない者
Cは、当該年度に健診対象になった者
※「A～Cの割合変化Jとは、A～ Cの健診対象者の構成割合の変化のことである。
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・平成22年度の健診受診率の伸びを都道府県別にみると、山形 (18.弔 )、 長野 (138%)、 奈良 (136%)、
鹿児島 (130%)な どが高くなっている。
・これらの支部は、「事業者健診取得」が山形 (95%)、 奈良 (9.3%)、 鹿児島 (63%)、 長野
(55%)と 高くなっていることがわかる。
・岐阜は前年度の健診受診率の伸びが高かつたため、「A～Cの割合変化要因」が115%と 高くなっている。

表1-4平成22年度の都道府県別健診受診率の伸びの要因分解

計 A～ Cの
割合変化
尊 関

Aの要因 Bの Cの要因

計
生活習慣病
予防健診 報齢

計
生活習慣病
予防健診 瑯齢

計
生活習慣病
予防健診 端齢北海道

青森
岩手
宮城
秋田

86%
6`%
111%
6:“

26“

49%
45%
69%
40%
18%

01%
01%
0酬
01%
00%

４

４

０

２

４

鰯

釧

畷

■

腑

‘

４

３

２

０

鍋

釧

鰯

劉

鍋

形
島
城
木
鷹

山
福
茨
栃

群

1

1

06%
-01%
1:%
13%
03%

-12%
-02%

11%
13%
-01%

Ю

６

８

０

６

協

釧

酬

翻

鰯

酬

喘

喘

鰯

璃

09%
01%
14%
04%
17%

駆採棘柳稲

鰯

釧

鰯

＝

劉

８

２

５

０

２

・
３

５

，

５

２

27%
17%
04%
44%
-01%

山
川
井
梨
野

富

石
福

山
幕

６

０

■

６

■

43%
59%
61%
40%
63%

02%
-04%
-02%

05%
-19“

OЮ%

07%
00%
0釧
22%

■

３

４

，

６

研

椰

沸

酬

創

05%
05%
21%
05%
lB%

５

１

６

５

２

＝

期

島

鵬

３
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表1-4(つうき)平成22年度の都道府県別健診受診率の伸びの要因分解

計 A～Cの
割合変化
喜 関

A` Cの

It
生活習慣病
予防健鰺

事業者
健診

計
生活習慣病
予防健鰺

事業者
健診

計
生活習慣病
予防健鰺

事業者
健診

順早
静岡
愛知
二重
澁智

12.6%

94%
:27%
50%
54%

115“

83%
49%
31%
75“

-07%

03%
03%
03%
―クn“

-64%
-00%
01ヽ

03%
-2,嘔

57%
07%
03%
00%
n,“

21%
07%
52■
-16“

-05嘔

25%
-03%

19%
-19%
-15%

-04“

10%
33%
03%
10彗

-03%
O llt

23%
02%
04“

51%
-02■

1.7%

02%
on嘔

-54%
03%
06%
00%
-04“

京都
大阪
兵庫
崇良
和al山

71%
00%
87%
116%
81■

51%
77%
1001
4フ%
5,ヽ

07%
10%
05■

07%
05“

09%
11ン%

04
-22%
-13%

-02鴨

01%
0.1%

201
:フ

“

嘲鰯鋼臨昭

嘲酬協酬慨

00%
0′%

1:1
52%
-23“

:1%
06%
03%
19“

12嘔

1.01

05“
-0ア

“06%
:5“

01%
0:"
iO%
12%
-03嘔

鳥取

島根
岡山
広島
山口

80%
03"
94%
89%
66%

04%
52“

5.:“

42“

42嘔

胡
”
聖
“
山

-01%
07%
-00%
-02“

on“

01%
001
01%
06%
00“

酬
嘲
剛
瑯
出

-17%
―i3%
-04“

07%
07%

35“

10%
40%
10%
09■

-01“

06%
09“

24%
●6嘔

硼
咄
嘲
郷
臨

04"
Ol“

03“

04%
01%

億島
香川
愛媛
高知
福田

58%
43%
:00%
22%
71%

3ξ隅

371
57“

26%
46“

05%
10%
00%
-01“

02%

05%
00%
09%
-01%
01%

00%
1.0鴨

0.0“

00%
01%

0ア %
-00%

21%
-02%
00“

-04%
-13“

10“
-05%
-05%

12%
00“

04%
04%
13“

10%
01%
13%
-01“

15%

08%
-02%
12%
-01%
07“

02“

04%
00%
00%
08%

佐賀

長崎

熊本
人分
宮崎

106%
46%
22%
53%
l10嘔

20“

4酬
25%
48%
54“

14%
02%
-04%
07%
07嘔

14%
02%
-04%

00%
06“

00%
00%
00%
0.1%
●1“

52%
-04%

02%
03“

25“

24"
-04%
-05“

-1鰯

-0,“

28%
01%
08“

13“

31“

14%
09%
-01%
-05%
on嘔

07%
09“
-02%
-08%
01%

07%
00%
01“

03%

鹿児島
,中編

130%
47“

87%
nl“

00%
07%

-23%
l17嘔

36Ⅸ

00"
20%
04%

02%
_n,嘔

23%
07%

09%
03“

04%
01%

:国 03% 05% -04% :0% 01%
※ A ち

Bは、前年度から継続した健診対象者のうち前年度に健診を受診していない者
Cは、当族年度に健診対象になつた者
※「A～ Cの割合変化」とは、A～Cの健診対象者の構成割合の変化のことである。
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事業所規模・業態別の状況

・生活習慣病予防健診受診率を事業所規模別にみると、20人以上で40%を超えているが、
事業者健診の取得は計で1.1%と低く、事業者健診を含めた「真の」受診率の傾向はわから
ない状況である。
・事業者健診の事業所規模別構成割合をみると、50人以上の事業所で高くなっており、あ
る程度の規模の事業所から事業者健診データを取得していることがわかる。

表1-5事業所規模別健診受診の状況(平成22年度)

健診対象者数

(人 )

健診受診者数(人 ) 健診J
生活習慣病
予防健診 事業者健診

生活習慣病
予防健診 事業者健診

生活習慣病
予防健診

事業者健診

2人以下 576.677 119316 169 20.7% 00% 2.4% 0.1%

3～ 4人 700,914 185385 26.496 01% 37% 03%
5～ 9人 1381545 459970 1562 33.3% 01% 91% 12%
10～ 19人 1.590Ю 71 634,629 125% 42%
20～ 29人 951386 423.861 5195 44.6% 0.5% 84% 40%
]0～ 49メ .140335 541.229 7,925 47.4% 07% 107% 62%
50～ 99ス 1.523976 740090 18.018 48.6% 12% 14.6%

100-299り t 2.009531 962120 35,621 47.9% 1.8% 190%
〕00～ 499メ 694.101 329.676 16.474 475% 65%
500～999人 658,455 330.386 15.386 50.2% 24% 65%
1000人以上 756.557 336.926 21.333 44.51 67%
計 11983498 5,62.588 128.746 42.2% 1.1% 100.0% 1000%

‐
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・生活習慣病予防健診受診率を業態別にみると、複合サービス業 (615%)、 政治・経済・文化団体
(54.5%)、 金融業 保ヽ険業 (537%)な どが高くなっているが、事業所規模別の比較と同様に、事業者
健診を含めた「真の」受診率の傾向はわからない状況である。
・事業者健診の業態別構成割合をみると、公務、機械器具製造業、その他の運輸業、医療業・保健衛生、
道路貨物運送業などが高くなっている。

表1-6業態別健診受診状況(平成22年度)

腱診対象者数
(人 )

(人 ) 健診 |

1率

生活習慣病
予防健診 事

業者健診
生活習慣病
予防健診

事業者健診
生活習慣病
予防健診 事業者健診

株水産豊 103894 48.535 2.804 46フ % 27% 22%
、探石桑、砂利採取業 31.596 13949 441% 03% 0.2%

総合工事業
磯別工事業

624130 27121 3883 443% 55% 30%
264694 828 17%

設備工
=薬

36夕 056 155.828 1349 04% 1酬
ユ品・たばこJ書量 401753 225932 5.506 45%
繊維製品製造業 146.007 65703 1446 450% 10% 13%
木製品。家具等製造集 103829 44.761 431% 09%
品目捨菫 68,460 31,941 467% 09% 06%

印刷・同関連婁 130944 56392 431% 00%
化学工業・同鯖似業 127.602 00% 25%
金鳳エ

製造集

321552 133.569 2146 415% 07% 26%
805229 397534 494% 15%

その他の製造彙 218314 105154 2288 10%
電気・ガス・塾供給珠 猶彙 90124 45062 50Ю% 04% 09%
情報通信業 185368 98.748 533% 02% 20% 03%
道路貨物運送薬 575664 :78621 310% 14%
その他の運輸彙 522530 390%

表1-6(つ 0き)業態別健診受診状況(平成22年度)
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腱診対象者数
(人)

健診| (人 ) 健診 |
診 率 健診 | 成割合

生活習慣病
予防健診

事業者健診
生活習慣病
予防構診

事業者健診
生活習慣病
予防健診

事業者健診

[11き 807868 411667 510% 04% 81%
飲食料品以外の小売業 721549 300.322 416% 08% 59%
品小売業 243.516 37.2% 2091 30%

無店舗小売美 39379 17.113 5 00% 03%
金融業、保険業 91460 49,152 537% 03% 0296

不動産業 214580 80328 1,433 374% 07% 16% 1%

:品質貸薬 63544 32Ю 91 401 06■ 03%
学術研究機関 37.528 13.890 370% 23% 08% 07%
専門・技術サービス業 188332 1323 506% 10%
[店 201,243 58709 952 05% 12% 07%
宿泊業 27.281 1.094 424% 09■ 08%
対個人サービス桑 60477 62.872 1022 392% 12% 08%
娯楽業 1887 07% 14%
教育、学習支援業 38756 51230 1.889 369% 14% 1_5%

医療業・保健衛生 913645 249.038 10803 27.3% 12% 49%
汁令俣諧・朴会福朴・介It喜業 781.561 6.179 482% 74% 48%
複合サービス業 147353 90691 1,292 615% 09% 18%

召介・ ti■業 15662 32,380 280% 04% 04%
|の対事業所サービス業 428.362 170.538 2,268 34% 18%

修理彙 66030 376% 02%
廃棄物処理業 29.002 420% 07%
政治・経済・文化団体 36.153 74244 1■% 1.5“ 1091

その他のサービス業 2:8016 104564 1046 05% 21% 08%
公務 70895 22716 84% 14%

1983498 128746 1000% 1000%
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・事業者健診データを協会けんぼに提供している事業所 (平成22年度は4225事業所)の健診受診率を事業所規
模別にみると、事業者健診の取得率は事業所規模が大きくなるほど低くなつている。この原因として、事業所

紺塚ボ秀喜よなこi素蒼百握弦fmδ 緊は、犠砕鰊箕露L輌罐膏
:

いといったことが考えられる。
・当該事業所の生活習慣病予防健診を含めた健診受診率は72.7%に達し、また、事業者健診データには35～ 39
歳分が含まれないことや、上記のように更なるデータ堅得の可能性があることから、事業者健診を含めた協会
けんぽ全体の健診受診率は被用者制度の平均とされる80%台と大きく乖離したものではないと推察される。

事業者健診デ→ を協会けんぽに提供している事業所の事業所規模別健診状況(平成22年度)

健診対象者数
(人 )

手数(人 | 健診

計
生活習慣病
予防億診

事業者健診 計
生活習慣病
予防健診

事業者健診

2人以下 2 1.1%
3～ 4人

5～ 9人 ｎ
ｖ 52%

10～ 19人 7.003 82.41 5.3%
20～ 29人 ハ

υ 809% 70%
30～ 49人 11,028 8.669 744 7.925 786% 6.7%
50´V99メ 27.545 21、 505 181818 781% 9.8%
100～ 299人 58,702 44,203 753% 1461
300-499A 30.656 22231 16.474 725% 188%
500‐ 999ノk 34540 23718 15886 227%
1000人以上 86.919 59,443 30,110 21,333 684%
計 266.200 193,457 64.711 128746 484%
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・事業所規模別健診受診率階級別の事業所数等をみると、受診率眺の事象所の割合が615%を占めており、特に全事業所数の3/4
を占める9人以下の事業所の割合が高いことがわかる。
・事業所規模300人以上、健診受診率80%未満の事業所 (3663事業所)か ら、生活習慣病予防健診を含めた受診率が80%に達する
程度の事業者健診データを取得した場合、協会けんぼ全体の健診受診率は6%ポイント程度増加するものと推計される。

表18事業所規模別健診受診率階級別事業所数と構成割合(平成22年度)

～201
`未
満
10%(再 )

20-40" 40-60■ 60-80“ 8Cr

`～100%(再 〕
計

2人以下 334299 0 :4058 0 78854 73854 427.211
3～4 175391 175391 10,977 9340 47728 259.467
5～9 173790 169658 13865 294101
10～ 19人 84007 7■ 00 15455 54170 29726
20-29 28911 2800 5623 22356 9024
30´‐40 2285 4202
50-99 10222 1956 3297 2933
100～ 299人 4680 1362 8039 2:03フ
300-499A 448 30
500～ 099人 159

25
648

2181000人以 上

850361 8198331 40880 54687:    685011 31780フ 228792 1332265

2人以下 783%¨ 331 00% 185% 1000%
3～ 4人 381 60% 18窃 184% :00Ю %
5～9人 45% 74% 243" 1841
0～ 19 518% 473“ 47“ 305%
20-20´ 392% 90% 144%
30-49A
50-99A 406% 54% 300% 1000%
100-299 222% 95% 382% 35% 1000%
300-499. 386% 142“ 10% 1000%
500-●●0 344“ 92% 92% 80% 10B“ 02" 1000“
000A以上 93% O ll嘴 1 00 tlq

038“ 230% 172留 1011耐

事業所規模別受診率階級別事業所の状況
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過去3年間の健診受診回数別の分析
としている)

リスク

※各リスク別 (5パターン)X性別 (2パターン)の 10パターンごとに、健診受診回別のリスク保有割合についてのカイ2乗検定を行い
はすべて1%未満であり、有意差があることを確認している。         ‐

図2-1 平成22年度の健診受診者の過去3年間の健秒受診回敗別リスク保有状況
(平成22年度、年齢調整後)
メタポリックリスク

差がない確率

■1回

口 2回

■3回

0%

男性

※平成20～22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの判定に必要な健診結果が不明である者を除いている。
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,平成22年度の健診受診者の22年度を含めた過去3年間の健診受診回数別に22年度のリスク保有の状況をみる
と、女性の脂質を除いて、男女ともに健診回数が多いほどリスク保有割合が低くなっている。

(つづき) 平成22年度の健診受診者の過去3年間の健診受診回数別リスク

血圧

6o%

50%

4096

30%

20%

10%

0%

60%

50%

40%

30%

2096

lo96

0%

■1回

■2回

■3回

6●%

50%

40%

3096

20%

lo96

0%

6o%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

個

涸

掴

■1回

口2回

■3回

●1回

●2回

●3回

男性

※平成20～22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの判定に必要な健診結果が不明である者を除いている。

女性

‐2177



・過去3年間の健診受診回数別の医療費 (調剤分を含む)をみると、男女ともに3回の者の
医療費が低く、1回と2回の者の医療費は同程度となっている。
・0回の者の医療費は、男性は1～ 2回の者と同程度であるが、女性は1～2回の者より低
く、男女の差が大きくなっている。 (P20表2-1参照)

円

40o000

350,000

300′000

250,000

200,000

150,000

100,000

50′000

0

図2-2過去3年間の健診受診回数別の1人当たり医療費
(平成22年度、年齢調整後)

目0回

■1回

■2回

■3回

※平成20～22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
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・過去3年間の健診受診回数が1回の者の医療費を詳しくみると、男女ともに22年度に受診
した者の医療費は低く、逆に、22年度に受診していない者の医療費は高くなっており、特
に入院で高くなっている。 (P20表2-2参照)

円

600脚

500,000

400,000

300.000

200,000

1∞即

0

口2-3過去3年間のうち健鰺受鰺回数が1回の者の健鰺受静層歴別の
1人当たりE壼費(平E22年度、年齢田整後)

入院外 1 歯科  1  計  1 入院  1 入腕外 1 歯科

※平成20～22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※入院外医療費は調剤分を含んでいる。
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・過去3年間の健診受診回数が2回の者の医療費を詳しくみると、男女ともに22年度に受診
した人の医療費は低く、逆に、22年度に受診していない者の医療費|ま高くなっており、特
に入院はかなり高くなっている。 (P20表2-2参照)

円

800,000

700′m

600′000

50QαЮ

40Q●00

30o000

200,000

100,000

0

図2-4過去3年間のうち健診受診回数鹿 回の者の健診受惨履歴男1の
1人当たり医療費(平成22年度、年齢調整後)

口H20:健診受診なし、H21:あり、H22:あり■H20:健診受移あり、H21:なし、H22:あり

■H20:健診受診あり、H21:あり、H22:なし

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※入院外医療費は調剤分を含んでいる。
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・P17の図2-2における健診受診回数0回の者の医療費の男女差に対して、男性の入院受診率の高さと入院、入院
外の1日 当たり医療費の高さが大きく寄与していることがわかる。 (表2-1)
・P5の表1-2から前年度健診受診者の90%以上は当年度も受診することがわかつており、20、 21年度に健診受診
した者は22年度についても受診する可能性がかなり高いと考えられるが、受診しなかった者のうち男性で
24喘、女性で325%が入院していることから、22年度に受診しなかつた原因の多くは入院によるものと考えら
れる。 (表22)

表21過去3年間に1回も健診を受けていない者の医療費3要素分解(平成22年度)
ヽ

受診率
1件当た
り日徴

1日当た
り医療書

1人当た
り医療書 受診率

1件当た
り日数

1日 当た
り医療書

1人当た
り医療書 受診率

1件当た
|」日数

1日当た
り医蒋書

1人当た
り戻薄書

男性

日

０８

円 円

122965 8942
日

８４

円 円

” 1868

日

‐４

円

４９

円
25759

女性 73.554 202.536 1882 23633
※平成20～ て し

※入院外医療費は調剤分袷 んでいる。

表2-2健診受診履歴別の入院した者の割合 (平成22年度)

H21:なし、H22:
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健診受診前後の医療機関受診の分析

・空腹時血糖階級別に健診前1年間に糖尿病で医療機関受診した健診受診者のうち健診後1年間に糖尿
病で医療機関受診した者の割合をみると、男女で大きな差はなく、空腹時血糖がコントロールされて
いると考えられる1 09mg/dl以下の階級で50～60%程度と最も低く、階級が高くなるに従い増加し、140
以上の階級で90%台半ばとなっている。

10096

80%

60%

40%

20%

096

回3-1回 空腹時血精階級別の健診前 1年間に精尿病で医療機関受診した
健診受診者のうち健診後1年間に精尿病で医療機関受診した者の割合

_男 性 (平均736%) _女 性(平均63■%)

●ピ ゴ 〆 〆 ピ 〆 ピ ピピピざ
※平成21年9～ 11月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。
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X平成21年9～ 11月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。
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口3-1日 (つづき)中性腱肪階級月の健静前1年間に脂
質異常症で医療機関受勝した健静受静者の男 健鰺後1

年間に脂質異常症で医療機|1受砂した者の劇合

ピゞずゴ♂ごぴざ

―
男性(平均78■%) 

一
女性(鴨フ瑯 )

P21と 同様に高血圧症についてみると、男女で大きな差はなく、多くの収縮期血圧階級において90%程度となっている。
同様に脂質異常症についてみると、男女ともに中性脂肪階級別の変動は少なく、150mg/dl以上の階級で女性の方が男性よりも
若干高くなっている。

図3-1(つづき)収縮期血圧階燿別の健砂前1年間に高
血圧症で医僚機口受診した健静受勝者のうち健診畿 1

年間に高血圧症で医療●「H受滲した者の割合

ノざピピピピピざ

―
男性(平均91.696)一 女性 (平均89'%)



・空腹時血精階級別に健診前1年間に精尿病での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に着尿病で医療機関受診した
者の割合をみると、男女ともに空腹時血糖階級が高くなるに従い増加しているが、女性の方が男性よりも傾きが急であり、140-
1 59ng/dl、 18卜199の階級で40%に達しており、男性は200以上で40%程度となっている。 (図3-2)
・年齢階級別に健診前1年間に精尿病での医療機関受診がない空腹時血糠1“肛/dl以上の健診受診者のうち健診後1年間に糖尿病
で医療機関受診した者の割合をみると、計で370%であり、年齢階級が高くなるに従い増加している。 (表31)

日3‐ 2空腹時血棘階級別の健鰺薗1年目に薔尿自での
医療機関受静がない健砂受滲者のうち健砂後1年間に積
尿痢で医療機目受診した者の割合

一
男性(平均220"  _女 性(平均236ゆ

ずゴゴゴピピピピピミ

「
※平成21年9～ 11月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。
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※平成21年9～ 11月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。

表3-1年齢階級月1の健診前1年間に糖尿病での医療機関受
診がない空腹時血精150mg/d以 上の健診受診者のうち健診
後1年間に糖尿病で医療機関受診した者の割合

表3-1(つづ詢 年齢階級別の健診前1年間に高血圧症での

医療機関受診がない収縮期血圧180mmHg以上の健診受診者
のうち健診後1年間に高血圧症で医療機関受診した者の割合

男女計

健診受診者数
①

医療機関
曇診者粒② ②÷①

35-39
人

1249
人

379
40-44 1675 526
45-49 2112
50-54 2,620 1002
55-59 2.818 1064
60-64 1.744 733
65-69 492
70¨

計 12807 4737 37_0硼

平均年齢 (歳 ) 529

・収縮期血圧階級別に健診前l年間に高血圧症での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に高血圧症で医療機関受診
した者の割合をみると、男女で大きな差はなく、収縮期血圧階級が高くなるに従い増加し、200mmHg以上で男女ともに50%弱 と

なっている。 (図3-2)

年齢階級別に健診前1年間に高血圧症での医療機関受診がない収縮期血圧18伽酬叉以上の健診受診者のうち健診後1年間に高血圧

症で医療機関受診した者の割合をみると、計で434%であり、年齢階級が高くなるに従い緩やかに増加 している。 (表3-1)

目3-2(つ‐ )収縮期血圧階燎用の健診前1年間に高
血圧症での医療機関受診脆 い健鰺受鰺者のうち健診

後1年間に高血圧症で医療機関受惨した者の劇合

19●199 200mmH=

―
男性(平均18“

") 一
女性(平均19`%)

男女計

健診受診者数
の

医療機関
受診者数② ②十①

35-39

人

４３

人

２８

40-44 534 224

:5-49

50-54 1,028 435

55-59 1.214 522
60-64
65-69
70-

計 5173 434%
平均年齢 (歳 ) 53.0 54.2
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中性脂肪階級別に健診前1年間に脂質異常症での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に脂質異常症で医療機関受
診した者の割合をみると、女性の方が男性よりも高く、男女ともに中性1旨肪階級が高くなるに従い2帆台半ばに向けて緩やかに増
加している。 (図3-2)
・年齢階級別に健診前1年間に脂質異常症での医療機関受診がない中性脂肪300ng/dl以 上の健診受診者のうち健診後1年間に脂質
異常症で医療機関受診した者の割合をみると、計で172%で あり、年齢階級が高くなるに従い増加している。 (表3-1)

日3‐2(つづき)中性層肪階級別の健惨前1年間に鮨質
異常症での医療機関受膝綺 い健惨受跡者のうち健滲
後1年間に臓質異常症で医療機関受診した者の割合

20"

■O%

一
男性(鴨121%) 

一
女性 (平均170・Z〉

■5●199 200‐ 249 250・299 300・399 400・499 500・ 749 750ng/dト

表3-1(つう⇒ 年齢階級別の健診前1年間に脂質異常症での医
療機関受診がない中性脂肪300mg/d以 上の健診受診者のうち
健診後1年間に脂質異常症で医療機関受診した者の割合

斎I曇継i誕雲豪|]讐籠鶴筵訟鷲擾
いる。
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検査値コントロールの状況

・健診の1月前に精尿病で医療機関受診した健診受診者の空腹時血精階級別の状況をみると、空腹時血糖がコントロールされていると考えられ
る109mg/dl以 下の割合は男性で330%、 女性で468%と 女性の方が高く、健診前1年間の糖尿病 (入院外)に係る平均レセプト枚数は男性が73
枚、女性が65枚、平均医療費 (調剤分を含む)は男性が18万 5千円、女性が14万 8千円となつている。 (表3-2)
・年齢階級別にコントロールの状況をみると、男女ともに35～ 44歳でコントロールのよい者の割合が比較的高くなっている。 (表3-3)

健診受診者数
①

医療機関
受診者数の ②÷①

35-39
人

6244
人

793
40-44 6.972 1031
45-49 7003 ,194
50-54 6.149 1 128

55-59 4835
60-64 2.363

65-69
70-

計 34243 5902 172%
平均年齢 (歳 ) 483 50.0

表3-2健診の,月前に着尿病で医療機関受鰺した健静受鰺者の空農時血糟階級別の状況

表3-3健診の1月 前に■尿病で医療機関受おした健齢受診者の年鈴階級別ヨントロールの状況

※平成21年9～11月 の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関彙診は入院、入院外を対象としている。

男性 女性

健診受惨者敗
①

コントロー,レ
のよい珈う ②÷①

健齢受診者敗
0

コントロー ,レ

のよい者の ④■③

35-30

人

爛

人

”
人
”

人

“
|●44 1220 43,
4●40 4771
50-54 7304 2■ 92

55-59 11001 3225 0005 1455
,0-04 10401 304g 2507 1,98
:3-69 442 14'
70‐ 1552 521

43■52 14472 33∝ :871 5■84
55,
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・健診の1月前に高血圧症で医療機関受診した健診受診者の収縮期血圧階級別の状況をみると、収縮期血圧がコントロールされていると考えら
れる139ug以下の割合は男性で611%、 女性で642%と 同程度となつており、健診前1年間の高血圧症 (入院外)に係る平均レセプト枚数は男
性が95枚、女性が96枚、平均医療費 (調剤分を含む)は男性が18万2千円、女性力■5万6千円となつている。 (表3-2)
・年齢階級別にコントロールの状況をみると、男女ともに年齢が高くなるに従いコントロールのよい者の割合が最やかに減少している。 (表
3-3)

表3-2(つづむ 健診の1月前に高血圧症で医療機口受診した健診受診者の収縮期血圧柏階級別の状況

※平成21年 9～ 11月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。

※平成21年9ん 1:月の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。

‐228‐

・僣診の1月前に脂質異常症で医療機関受診した健診受診者の中性脂肪階級別の状況をみると、中性脂肪がコントロールされていると考えら
れる149rg/dl以下の割合は男性で601‰ 女性で829%と 女性の方が高く、健診前1年間の脂贅異常症 (入院外)に係る平均レセプト枚数は男
女ともに87枚、平均医療費 (調剤分を含む)は男性が17万 4千円、女性が14万8千円となつてぃる。 (表32)
・年齢階級別にコントロールの状況をみると、男性は年齢が高いほどコントロールのよい者の割合が高い傾向が見受けられるが、女性は年
齢階級別に大きな差は見受けられない。 (表卜3)

表32(つづ詢 健診の1月前に脂質異常症で医療機関受鰺した健惨受診者の中性脂肪階級別の状況

表3-3(つ犠ξ)健診の1月前に1日貫異常症で医療機関受惨Lf_健診受診者の年齢贈餞別コントロールの状況
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参考表1,(つ うの 都道府県男1健診受診の状況 (健診対象者0)(平成22年 度 )
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参考表2-1平成22年度の健診受診者の過去3年間の健診受診回数別の年齢階級別リスク保有状況(平成22年度)

0メタポリックリスク

男性 1回 2回 3回

健診受診
者 獅

うちリスク
保 右 者獅

割合
健肇曇診1議 割合

健診受診
者 獅

うちリスク
儡 右 者 獅

割合

５
．
３

一
０
・
４

一

７３

一

Ｉ
一

１

一

14911 5,45 123ツ 146.00( 14.260 98〕

210% 5,863 164勁 21485( ,R,R
5-49 1451    ,369 4,732 1.025 217跳 19765f 3457F 175,
50-54 1881    298) 486 1273 262以 9618( 41984 214助
ミK―■0 67r 337, 5017 1413 282ツ 19780f 47025 2389
,0-64 2001    3459 処 1,29C 136391 3554[
〕5-69 7 277' 155 322" 4736( 12521

371    2949 226 346% 1557( 4436 2859
計 1 174 258, 32669 736[ 225) 21862ε 190,
(年齢 調 整 後 ,65, 229)

女性 1回 2回 3回

健診受診
者 獅

うちリスク
保 右 者断

割 合
健珍爵診1議 害1合

健診受診
者数
うちリスク
保 若 者 獅

割 合

35-39 65〔 4465 ６

一
54321

55 29, 3809 9690〔 1.91〔

5-49 26( 2 11292 ,AR´

1 2638 58餞 112,7` 467(
5-59 18 1   71, 2.541 11189〔 627C
60-64 3 146) 1824 6305( 454C 72,

101   1459 502 ６
一

120ワ 1477: 129〔

71    130, 174執 479` 110%
236( 1241    529 1867, 46% 57695〔 22958 40%

計 (年齢 調 整 後 〕 53勁

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの判定に必要な健診結果が不明である者を除いている。

-232-

男性

割合 割 合
峰 診
IZifFi 割合

912:  45 0.,04 ?14,,71

1976■

pO,701  1?″

参考表2-1(つ づき)

OttEB

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの半1定に必要な撻診結果が不明である者を除いている。

※平成20～ 22年度の健診受診手が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの半1定に必要な健診結果が不明である者を除いている。

女性

電5'I型車i~1』iぎ健
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`1 
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1撃01  ,́2
J'確■―(1::1嚇 :
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参考表2¬ (つ 0き )

0代謝

※平成20～ 22年度の健診受診率が35%以 上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの判定に必要な健診結果が不明である者を除いている。

参考表22過 去3年間の健診受診回数別年齢階級別 1人 当たり医療費 (平成22年度 )

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以 上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※当該リスクの半1定に必要な健診結果が不明である者を除いている。
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※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※入院外医療費は調剤分を含んでいる。

唆 呵■愛lL暮 嗜『彦it真薔許「廷i酉
~

電

「

「型IT巧暦
ユ
'0コ

Ч■___」迦 L__´ _Lリ
2141821  ,l n771   100'

勇幕 耳 I輌 1浮潔鼻11躍震1・ 1胃 |

女性

■雪語メ「型二瀦 i罰著 叱需お需墾21百膳
_0●■ _____0 _二 12■

1撃引
_■ 1.鏡 Ql__■ 1里J___58
-11,:♀: ―」學争-11

_■11__9
笙QI _ 1

__理 1  1

_とo35
21401

理 墨笙■L_口■|■__D2
1113801 253731  227,
C■ 941l Je.1401___2881

摯:潔 +鳴 爛
l."1

女性

種診更謬
T蔦′Fピ |~罰ざ 叱厨疹逮襲I~ 割 合 岬 「語 ♂ 罰暮

__■

“

」
_■1匹
_ム鍾⊇
_2621 坤̈］卿̈

_J,291 _____44

一̈̈中‐‐‐４‐̈
“
一
２７
一

|二=蕩千需
「
  I`]~~1■ 1:

_,422」___曇 |

92091   78'５４

一

男 1■ 3回

1504`

_491鐘
83,121

20129( 1616 ヱQO,504 _」哩
114,91p

_17835o

_ヱ2210
17e,9o,
202,732

__115.17

JO,曼 lJ

209,870 ■91■ 2( 88,35] 1585を 212.5Qf 55526 1579こ
15-49

'0-54

27o,2,{

30593Z
12,0,( 179,2Q?

`33.335

JQl,557
399,780

141,051

214,79:

129,1]
16615(

11,12J 219104: _21,01, ]1■1 _■,墜
20.422
11929f

'0-64
124854 320,732 2936 474,95〔 212,3171 275,71 27.864

30,762
_21■ Opp
595,91`

285,669

325,96ε

ヱ1901g
294.36Z

29,047

35,334
011227
655.66C

55,53C 146,302

18394(
26,969

31541
228.80フ

_2躍 ,ユ J5ゝ-69 209,657

266686
341.59 34,151 585,40( 242,p721 lηl17'

4438971 4,2478
67.46(

2296t 44755 38833 158991 31 85(

144812

女性

崚 ■  1 ■

~1直 ~T~■
¬Eユ〔入院 1入腑ふ 衝組 t .I 衝■ 1 ま l i植 爪 日ヽ雲i  l   .4

_16.20(

_19巫
762501  7フ 33( 159791 1695651  1フ 30( 623901  168971  9659`

10-44 37,90( 15138( 120899 9824(
81.4641 147.22(

23900' 92,99(
148.38

97,761 20フ 84 1フ 73( 6696ε 17767
117.3∝

'0-54
54572 20167( 28005( 1605701 16085( 19415` 21878: 39445

110322 2409

'0-64
147.4661 224.46( 19041

15-69 11272 269761 2963 209,9771 250,40: 3294( 49332〔 ,35,49( 24904( 33767 46930( 4041, 24152う

汁 735541 202531 29972` 20791 203161 209801
13953`
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参考表2-3過去3年間の健診受診回数が1回の者の受診履歴別の年齢階級別1人当たり医療費 (平成22年度)

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※入院外医療費は調剤分を含んでいる。
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参考表2-4過去3年間の健診受診回数が2回の者の受診履歴別の年齢階級別1人当たり医療費 (平成22年度)

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
※入院外医療費は調剤分を含んでいる。

男性 H20:lE 1受診なし H21:な し、|122:あ り H20:健診受診なし、H21:あ り、H22:な し H20:健診受診あり、H21:な し、H22:な し
λ障 入諄車ス 歯 対 4‐ 入 陣 障 林 歯 科 計 入眸 入陣 妹 歯 科 計

5-39 21,111 52,05C 1383 87007 6803〔 62007 12351 14239( 77393 62192 15382 15546〔
10-44 2214 10824邁 1 4,70i 14509F _67幽

_93,94〔

11826〔 1465( 20030〔 13067f 167031 1421 31192
15-49 5970( 1396 1854` 7R71 12048C 14077 228.49 ln,51 ,5,79f 15891 45120〔

1687 1819` 7,A,
'S■

4n: 18658C 16621 45665( 46 9RC 244442 20182 511604
55-59 ___54,99〔 2,3R5, 21,72` 300567 35565( 232795 792Z 60637f 355237 37911 24234 758585
〕0-64 50.50〔 200571 2708〔 278167 36000( 29017C 2800Z 67818( 26646( 32588C 2838 62073f
)5-69 3889〔 ,76, 3181 34692G 36724[ 29077 30771 6nR 7R` 331054 3722 2998〔 7333

8,67 ■5005 3405( 467681 563891 n337 98893F 62350モ 482068 46952 15252ξ
計 4334 1969〔 1968〔 22945う 18807F lR A9` 4364 24334〔 26561
計

`生
齢 珊 墓 後 ヽ 46014 15867 1953` 22421C 20875[ 17464つ 763, 40103( 224022 25145 ,0, 4957

単

女性 H20:健診受診なし なし 122:あり H20:■l 受診 なし、H21:あ り 122:なし H20:健診受診あり
λ陣 : 入陣 妹 : 溜籠チユ 天薦栞 1~面莉 計 ■ 障 f~11置反 歯 利 ●‐「

5-39 2214 71,69 15,54 109.38 8922[ 63.936
1,ら ,54

1449′ 17265[ 7785 70 1lЯ ___111032
,,11710-44 1681 18525 16466` 1986( 30978( 40835

45-49 24.988
，

６６‐

一
15,35( 151,005

188,328

226.422

21,450 269,15 141,094 18995 2098 35203
50-54
55-59

__ 1411_Ql

49692
30,48〔

87.654

24,17(

1907〔

181,87 41.244 22,264 345,381 291.208 208712 2678 526702
210,729
151 189

96,870 n1508 2256 706553
60-A4 5711 ,74,On 40486( ,5575F 26470[ 2518` 54564
5-69 38.25 172.29[ 37,17( 247724 26412 2565 57434 295,801 30083
70- 86485 309914 418452 323349 24082
計 2775Z 1677で 1967` 16419〔 15636` 154764 20361 148〔 ,1,05` 180015 22492 4145
計 f年齢 副 ,896f 2062` 18113〔 15968( 159877 2092( 34048f 24201( 20289ラ 231631  4680フ 〔

H21:あ り、H22:あり H20:健診受診あり、H21:な し、H22: H20:健診受診あり、H21:あ り、H22:なし~1面

「

~「
:面百尿 ]~~面紅

~1‐~~罫 ~~
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参考表25過去3年間の健診受診回数・履歴別年齢階級別集計対象者数(平成22年度)

※平成20～ 22年度の健診受診率が85%以上の事業所の被保険者を集計対象としている。
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参 考表 31空 腹時血 糖階級別の健 診前 1年間に糖尿病で医療機 関 受診した健診受診者のうち健診後 1年間 に糖尿病で医療機
関受診 した者の割合

参考表3-1(つづき)収縮期血圧階級別の健診前1年間に高血圧症で医療機関受診した健診受診者のうち健診後1年間に高血
圧症で医療機関受診した者の割合

※

男性 0回 1回 2回 3回

::lf設電鷲鶴〕1懺輩静電鷲銘ヽ 1骰 f診電弦ツ1ヽ H20:健 診受診なし、 H20:健診受診あり、 H20:健診受診あり、
1,42〔 30〔 4.08〔 164( 14980Я
1 197( 237 215315
:82[ ,843 190う 2241 98095
226f 636 294C 193( 235メ 96660
3,983 40( ５

一
2.641

'0-64
4384 768 3048

〕5-69 2308 17[ 943
625 1562,

計 1936И 4603 7 460〔 11632 1477И 158001

2661           1
2751           1
2551           1
2401           1

li3 127

男 旺

恥骸雫落TI~~丞愛雪〒可
~ち
葛

女 rt~百蕩轟藉面~「菅載愛嘉
「
丁
~~b÷
③ ~

mg/d 人
８５４ ４

一

人
25,580 579%

人

８‐

人

10149 50.5%

16- 125 10,139 8,461 83596 2,228 1 875 842%
126- ９

一

‐２

一
3.246 2.884 63〔 903%
0,70 6,135 916% 912%

40- 937% 972 953%
150-159 重 JttQg コ聾92 950% 684 966%

一 1_343 978%
80-189 1,4271 ,352 94_7% 272 95_4%
90-199 1.139 079 947% 929%

4441 916%
92233 67839 736% ,999f 1893G 631%

女性

健診受診者数
∩

医療機関
8診者獅∩ ②÷①

健診受診者数
∩

医療機関
辱診者数の ④÷③

mmH〔
-139

人
77534

人
7098R 916%

人

31464
人

28014 890%
140-149 22324 922, 8,350 7.603 91191

150-159 14689 13.45〔 91.69 5175 907ツ

60-169 7251 663〔 915' 2,486 2.267 91_2磁

70-179 2927 265[ 907, 1.120 1.032 921%
80-189 1.173 1,054 89_9% 389 909%
90-199 o父 nll 177 922ツ

200- 257 91.5ツ 819%
計 128494 117_74〔 91_6% 49342 44.279 897ツ

平成21年 9～ 11月 の健診受診者を集計対 ている

※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。
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参考表3-1(つづき)中性脂肪階級別の健診前1年間に脂質異常症で医療機関受診した健診受診者のうち健診後1年間に脂質
異常症で医療機関受診した者の割合

参考表3-2空腹時血糖階級別の健診前 1年間に糖尿病での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に糖尿病で医療
機関受診した者の割合

※平成21年 9～ 11月 の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。
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参考表3-2(つ づき)収縮期血圧階級別の健診前1年間に高血圧症での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に
高血圧症で医療機関受診した者の割合

参考表3-2(つづき)中性脂肪階級別の健診前1年間に脂質異常症での医療機関受診がない健診受診者のうち健診後1年間に
脂質異常症で医療機関受診した者の割合

※平成21年 9～ 11月 の健診受診者を集計対象としている。
※医療機関受診は入院、入院外を対象としている。

男 性 女 性

健診受診者数
l ξ甑輩翻ヽ l  ②÷①

健診受診者数
∩

医療機関
受診者数の ④÷③

mg/d
-149

人

__  70コ 26
人

54840 7757
人

49.811

人

3786g 760%
50-199 ______ 20,851 16,512 792ツ

一――――ユ型
4,739 823%

200-249

―

―
璽

8,689 795% 2,080 1,698 81 6%
250-299 5,764

―

―

´

79、6% 633 833%
300-399 5,024 3974 79.1% 542 817%
100-499 1913 1,5301          800% 86.1%
500-749 1,676 1.328 792% 86.6%
750- 723 802% 824%
計 17.784 92187 783% 59316 45.693 770%

~確
西易
鷲髯
環霧r¬
TT麟

機関  |~茜 一一

∩酵
女 '性

「
π贔瑯

「
「高 葛mg/d

l10-115
人

」   0,809 人
辿
４

一一
1407

人 人

16-125 21_00 4,4441          212% 1138 2459
1,6-129 禦 4 ――――――-1'1341_______   27.,% 809 29_8%
30-139 6064 1_7591           290, 1158 34_69
40-149 337F :,0651 ____    ■15% 40.4,
50-159 2,009 403%

137E 4631           33_7% 252 377'
170-179 1097 393 358%
80-189 36.1% 4060/0
190-199 752 282 37.5% 4179

1976 395% 750
計 76478 16805「          ,,0% 16_247 3831 ,■ 6%

男 性 女 性

健診受診者数
∩ 錮  l  ②÷①

健診受診者数
∩

医療機関
8診者新の ④÷③

mmHg
140-149

人

９９

人

5987 11.6%

人

17166
ス

222[ 130%

150-159 26.140 5,005 1919 8,385 1731 ,06)
160-169 11.994 3350 279% 3821 1155 302,
170-179 5,004 344% 1,531 585 382シ

80-189 _2■ 0ヱ 914 422ツ 678 276 40、 7勲

190-199 438勁 432%
476% 471%

計 17769 180% 32166 6236 1949

健診受診者数
∩

男性

鰤
~び
6

女性■薩蕩西
「
:理欲瑯「

~「
葛葛

mg/dl

50-199
人

85,946

人

４０ 103%
人

15,867

人

2,468 156%
200-249 生141 115% 5_181 17.2%

250-299 2863 137% 1,970 20、5%

17.305 2.62 151% 1354 228%
400-499 6665 109[ 164% ,60%

500-749 187% 24.6%

,686 244% 268%
計 180066 2183G 121% 2514 17.0%
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1 重複受診の状況

2 重複投薬の状況

3 診療時間帯別の受診状況
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[分析の目的]

この分析は、重複受診、重複投薬、時間外受診といつた協会けんぼの加入者の受診行動を明らかにし、
医療や医療費の適正化に取り組む上での基礎資料を得ることを目的としたものである。

[留意点]

1重複受診の状況
・ 平成23年12月診療分の入院外レセプトを集計対象とした。

・ ある個人の複数の入院外レセプトに同一の傷病分類コード (121分類)の傷病が記載されている状態を
重複受診とした。

・ 傷病は入院外レセプトに記載されているすべての傷病を使用した。

・ 用語の意味は、次のとおりである。

① 患者数 ある個人のすべての入院外レセプトに出現するすべての傷病を傷病分類コード別に分類
(以下「傷病分類」という。)し たときの分類の数。例えば、ある個人が傷病分類で「糖尿病」と「中
耳炎」となる傷病で医療機関に受診した場合は、患者数は糖尿病で1人、中耳炎で1人 とカウントする。

② l人当たり件数 ある個人のある傷病分類について元となる傷病分類コードの傷病が出現した入院
外レセプトの件数。重複受診の場合は2以上となる。例えば、ある個人が糖尿病と中耳炎の患者である
とき、傷病分類コードが「糖尿病」の傷病の記載があるレセプトが1件、「中耳炎」の傷病の記載のあ
るレセプトが2件あつた場合、この者は1人当たり件数1で 1人、1人当たり件数2で 1人とカウントする。

2重複投薬の状況
・ 平成23年12月診療分の調斉Jレセプトを集計対象とした。
'あ る個人が複数の医療機関に同一の医薬品を処方された状態を重複投薬とした。
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医薬品は調斉1レセプトに記載されているすべての医薬品を使用 した。

用語の意味は、次のとおりである。

① 患者数 ある個人のすべての調斉」レセプトに出現するすべての医薬品を医薬品コード別に分類 (以
本「医薬品分類」という。)し たときの分類の数。例えば、ある個人が「医薬品A」 と「医薬品B」 が処
方された場合は、患者数は医薬品Aで 1人、医薬品Bで 1人とカウントする。

② l人当たり件数 ある個人のある医薬品分類について元となる医薬品コードの医薬品が出現した処
方箋発行医療機関の異なる調剤レセプトの件数。重複投薬の場合は2以上となる。例えば、ある個人に

医薬品Aと 医薬品Bが処方されたとき、「医薬品A」 の記載のあるレセプトが1件、「医薬品B」 の記載の

ある処方箋発行医療機関の異なるレセプトが2件あつた場合、この者は1人当たり件数1で 1人、1人 当た

り件数2で 1人 とカウントする。                          ・

診療時間帯別の受診状況

・ 平成23年12月 診療分の入院外レセプトのうち初診料が算定されている診療を集計対象とした。
・ 傷病は主傷病を使用 した。

・ 診療時間帯の定義は以下のとおりとする。

① 「時間外」は時間外加算または時間外加算の特例が算定されている診療
② 「休日」は休日加算が算定されている診療
③ 「深夜」は深夜加算が算定されている診療
④ 「時間内」は①～③のいずれも算定されていない診療
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重複受診の状況

・平成23年 12月 の入院外の患者数は16,919,312人であり、重複受診患者 (レセプト件数
が2以上)は 329,571人で全体の1.95%を 占める。重複受診患者の多くはレセプト件数が2
の患者である。 (表 1-1)

表1-1重複受診の状況 (平成23年 12月 )

1人当たり件数 (件 ) 患者数 (人 ) 構成割合(%)

16,589,741

316,307

11,657

1,110

219

96

43

31

15

20

螂
鰤
剛
回
輌
輌
囲
蜘
０・００
ｍ
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・年齢階級別に重複受診患者の割合をみると、男女で大きな差はなく、0-4歳で最も高く4%程
度となっており、19歳まで減少し、以降、同水準で推移している。 (図 1-2)

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

05%

00%

図1-2年齢別・性別の重複受診患者割合(平成23年 12月 )
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―_男性(平均2■%)

_女 性(平均19%)
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・重複受診患者割合を傷病分類別にみると、
児発育に関する障害 (7.2%)、 熱傷及び腐食

脳性麻痺及びその他の麻痺性症候群
(6.7%)、 腎不全 (65%)な どが高く

(116%)、 妊娠及び胎
なっている。 (表 1-

I感染症及び寄生虫
0105ウイルス肝炎

Ⅱ新生物
0205気 管,気管支及び肺の悪性新生物

0206乳 房の悪性新生物

0208悪 性リンパ腫

0210その他の悪性新生物

Ⅲ血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

神経系の疾患
0601パ ーキンソン病

0604脳 性麻痺及びその他の麻痺性症候群

眼及び付属器の疾患

耳及び

'L様

突起の疾患

循環器系の疾患

X呼 吸器系の疾患
XI消 化器系の疾患
XⅡ 皮膚及び皮下組織の疾 患
XⅢ 筋骨格 系及び結合組織 の疾 患
XⅣ 腎尿路生殖器系の疾患
1402腎 不全

1403尿路結石症

XV妊 娠 ,分娩及び産じよく
XⅥ 周産期に発生した病態
1601妊 娠及び胎児発育に関連する障害

XⅦ 先天奇形 ,変形及び染色体異常
1702その他の先天奇形`変形及び染色体異常

XⅧ 症状 ,徴候及び異常臨床所見・異 常検査所見
XⅨ 損傷 ,中毒及びその他の外因の影響

843,750

62,399

500,980

21,244

58,942

8,982

73,869

100,232

1,325,279

534,913

663,731

375,230

7.4フ 9

11,685

lβ 94.395

323,866

2,102,034

4,101,375

958,254

1,473,963

1.224,808

560,971

30,539

27,397

75,853

21,812

13,953

57,068

46,162

296,581

519,130

22,805

3,020

17,746

1,188

3,378

481

3,247

1,226

32,759

26,076

12,835

11,067

427

1,351

11,569

6.883

19,222

89,887

12,008

26.193

21,260

9,895

1,996

1,440

2,151

1■ 70

1,000

2,773

2,298

6,584

21,238
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・重複受診患者 (1人当たり件数が2以上)の傷病分類別の構成割合をみると、10歳から24歳で
他の損傷及び他の外因の影響が高くなっている。45歳以降では糖尿病が高くなっている。 (表
1-4-1)

表1-4-1重複受診患者数(1人当たり件数カセ以上)上位5疾病と割合(平成23年 12月 )

tLの急性上気道

ま染症

帯息

ヨ性気管支及び
咽気管支炎

支膚炎及び湿疹

陽管感業症

喘息

にの急性上気道
惑染症

急性気管支及び
細気管支炎

場管感染症

皮膚炎及び湿疹

脂県[霧多喜
他
150

懲里量
性上気道

ll1 8

喘息      87

昂彗唇具奏
及び 58

賠
ルギー性鼻 50

:貫撮霧彦彗
他
"“

:篠騒撃 。2

i翼是
性範 59

]誓
及び飾の靱

他の損傷及び他
の外因の影響

他の急性上気道
感染症

陽管感染症

皮膚炎及び湿疹

他の皮膚及び皮
下組織の疾患

ヒの急性上気道
槃染症

上の損傷及び他
D外側の影響

に膚炎及び湿疹

易管感染症

也の皮膚及び皮
ド組織の疾憲

塁奨量
性上気道。7

支膚炎及び湿疹  '4

にの損傷及び他
の外肉の影響

楊管感染症

也の皮膚及び皮
下組織の疾患

他の急性上気道
感染症

他の損傷及び他
の外因の影響

皮膚炎及び湿疹

良性新生物

喘息

i里量
F・」I矩 鍬

唐尿病     OC

腺ξ霧鬱暮
他前

ま
の神絲の疾輌

病糖尿

良性新生物

他の神経系の疾
患

臆矯麗響 47

高血Ft性疾患  44

崎尿病

言血圧性疾患

他の神経系の疾
ま

器貫糧霧登墓
他椒

良性新生物   041

糖尿病

高血Ft性疾患

他の神経系の疾

他の損傷及び他
の外国の影響

業8操量昴属"

糖尿病

高血圧性疾患

脊権障害(脊稚
症を含む)

他の神経系の疾
患

他の悪性新生物

唐尿 病

罫血圧性疾患  1

'椎

障害(脊権

=を
含む)

也の悪性新生物

喝節症

罫血圧性疾患  134

[誓彗訂
離 餃

闇節症     40

Lの悪性新生物 34

唐尿病
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・重複受診患者 (1人当たり件数が4以上)
の精神及び行動の障害が高くなっている。
高くなっている。 (表 1-4-2)

の傷病分類別の構成割合をみると、
20歳以降では、他の神経系の疾患

5歳から19歳で他
(不眠症など)が

表1-42重複受診患者数(1人当たり件数が4以上)上位5疾病と割合(平成23年 12月 )

也の急性上気道

染症

常息

場管感染症   `

芝膚炎及び湿疹

壬娠及び胎児発
事に関連する障

喘息     209

謝8薄讐
及昴 .9

鰻奨量
性範

"割

髪彩ま覆酢
`04異常

てんかん      9o,

他の精神及び行
動の障害

他の筋骨格系及
び結合組織の疾
患

他の損傷及び他
の外国の影響

脳性麻痺及び他
の麻痺性症候群

良性新生物

勁8濯
及び行
“
。

気分[感情]障害
(躁うつ病を含  

“

●
む)

骨折      ,1,

神経症性障害
ストレス関連障  68,
書

讐
い経季際 的

磐
の襦系は

"5

神経症性障害 .

ストレス関連障  ,47
害

気分[感情〕障害
(躁うつ病を含  

“

θ
む)

良性新生物   44

雪3雀鰹彗
及び 4

也の神経系の疾

者息

:倉紗
び1,J

ミ分[感情]障害
躁うつ病を含  ,3,
〕)

申経症性障害
くトレス関連障  76'

讐
の神経系の疾
“
9

神経症性障害 ,

ストレス関連障  16●
書

気分[感情]障害
(躁うつ病を含  127'
む)

雪倉雀認ξ
及び翻

度8消
儲わ 拙

皆
の神経系の疾
“
4

神経症性障害
ストレス関連障  98
害

蟹倉燿
び 9"

気分[感情]障害
(躁う0病を含  92,
む)

良性新生物   27'

当
の離系の疾̈

7

気分[感情]障害
(躁うつ病を含  149
む)

神経症性障害
ストレス関連障  69
害

詈忌俺眠彗
及び引

場
房の悪性新生 341

讐
の神経系の疾
“"

気分[感情〕障害
(躁うつ病を含  107,
む)

神経症性障害
ストレス関連障  71,
書

良性新生物   06,

喘息

也の神経系の疾
a

車経症性障害
トヽレス関連障
富

彗血圧性疾患  57,

配分 [感情 ]障 害

躁うつ病を含  47'
〕)

[房
の悪性新生  。3,

也の神経系の疾
獣

ミ分[感情]障害
躁うつ病を含
ひ)

しの悪性新生物

充合失調症及び

=想
性障害

申経症性障害
トヽレス関連障

皆
の格系鏃
"7

;昇歯柄鬱彗
他祀

腋尿病     59・

り房
の悪慟生30

神経系の疾
171

他の
患

lLの悪性新生物

手t房の悪性新生
物

脊椎障害(脊社
虚を含む)

●膚及び粘膜の
病変を伴うウイ
レス疾患

糖尿病

高血圧性疾患

他の神経系の疾
患

脊4t障害(脊椎
症を含む)

他の悪性新生物
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・重複受診患者の割合を都道府県別にみると、沖縄 (2.23%)、 和歌山 (2.17%)鹿児島
(2.17%)、 徳島 (2.16%)な どが高くなっている。 (表 1-5)

表1-5都道府県別重複受診状況(平成23年 12月 )

組者散     重梅 導診 串者新  彗梅
`診
中者奮‖合

形

島

山

福

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

茨城
栃木
群馬

埼玉

千葉
東京
神奈川

新潟

富山
石川

福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知

783,957            12,859              1641
209.044             3.542              169,
193,175             2,974              154'
342,880             6.988              204'
172,328             2,002              151,
198,946            3,281             165:
308,291             6,388             207'
279,359           5ρ49            181'
241,468             4,357              180'
284,332             5,615              197'
482,368            9,179             19o,
331,456             6,599              199,
1,722,948            35,236              205'

587,745           11,824             201,
375,459            5,641             150:
188,205             3,204              170'
193,989             3,025              156'
137,766             2,354              171'
116,405             2,507              215'
281,210             4,875              173,
347,083             6,697              193'
448,162             8,290              185'
1,097,210             22,119               202'

243299             4620              190,

晨者数     百梅 ひ診 車者数  重梅 亭診 車者害1合
貞
都

阪

庫

良

瀬

一宗

＋
〈
二
（
本
ホ

島

川

媛

徳

香

愛

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山ロ

高知

福岡
佐賀

長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
:山 編

155,002             3,086              199'
386,862             7.811              202γ

l.446,072            30.506              211'

680,464             13,947               205,

142.577             2,723              191"
146,205              3,168               217跳

92,709              ,.630               1 769

131′289             2,413              184'
357,957             7,354              205,
491,423             9,905              202,
215,329             3,726              173,
139,425             3,013              216,
186,504             3,640              195%
251,488             4,913              195,
120.028             2,414              201,

860,189            17,986              209,
145,294            2,723             187,

221,172             3,874              175,
300,741             6,267              208'
198,896          4,017           2Ю 2〕

183,980             0,677              200彙

287,509            6,243             217,

合計 16.919312           329571              1951
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重複投薬の状況

・平成23年 12月 の調剤の患者数は36,594,035人 で、重複投薬患者 (レセプト件数が2以上)
は230,390人で全体の0.63%と なっている。 (表 2-1)

表2-1重複投薬の状況 (平成23年 12月 )

-252¨

・年齢階級別に重複投薬患者の割合をみると、男女で大きな差はなく0-4歳で最も高く2%程度
となっており、19歳まで減少し、以降同水準で推移している。 (図 2-2)

図22年齢別・性別の重複投薬患者割合(平成23年 12月 )

250%

200%

150%

100%

0.50%

000%

_男 性 (平均065%)

_女 性 (平均o61%)

1人当たり件数 (件 ) 窯者数 (人 ) 構成害1合 (%)
36,363,645

225,085

4,571

365

138

63

55

27

14

14

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1人 当たり件数 (件 ) 表者数 (人〕 構成割合 (%)

20〕ユ

‐２

‐３

‥４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

上

(再掲)2以上
合 計

230,390
RA R04 nAR

０
．
Ю
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・重複投薬患者の割合を薬効分類別にみると、鎮咳去たん剤 (2.73%)、 去たん剤 (209%)
抗ヒスタミン剤 (1.45%)な どが高くなっている。 (表 2-3)

表2-3薬効分類別の重複投薬状況(平成23年 12月 )

薬効分類コード・名称 患者数 重複投薬患者数 重複投薬患者割合
11中枢神経用薬
112催眠鎮静剤、抗不安薬

114解熱鎮痛消炎剤

12末梢神経系用剤
13感覚器官用薬
21循環器官用剤
216血管収縮剤

22呼吸器官用薬
223去たん剤

224鎮咳去たん lll

225気管支拡張剤

23消化器官用薬
231上しゃ剤、整腸剤
24ホルモン剤 (抗ホルモン剤を含む)
26外皮用薬
31ビタミン剤
33血液・体液用薬
39その他の代謝性医薬品
44アレルギー用薬
441抗ヒスタミン剤

52漢方製剤
61抗生物質製剤
613主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの

62化学療法剤
71調枷1用薬

4,793,026

962,808

2,126,959

310,935

1,483,770

4.105,382

42,761

5,825,423

2,430,842

1.000,609

1,108,415

4.586,725

1,163.516

687,604

2,985,370

647,357

1.464,848

1,857,964

3,032,896

973,655

721,690

2,469.543

1,304,757

693′ 973
325,729

32,347

8,244

16,407

904
3,521

4.323

457

96.585

50,320

27.314

13,783

24,160

13,384

1,439

8,486

1.671

6,192

2,561

26,992

14,158

1,379

14,910

9,440

2′693
1170

067%
086%
077%
029%
024%
011%
107%
166%
209%
273%
124%
053%
1 15%

021%
028%
026%
042%
014%
089%
145%
019%
060%
072%
039%
036%
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・重複投薬患者 (1人当たり件数が2以上)の薬効分類別の構成割合をみると、0歳から14歳は去
たん剤が高くなっている。15歳から59歳は解熱鎮痛消炎剤が、60歳以降は鎮痛、鎮痒、収敏、
消炎剤が高くなっている。 (表 2-4-1)

表2-4-1重複投薬患者数(1人当たり件数が2以上)上位5薬効分類と割合(平成23年 12月 )

晨たん剤     01●

真咳去たん剤   188,

九ヒスタミン剤   1041

iし

や剤、観  
“

=管
支拡張剤   871

去たん剤     30G;

鎮咳去たん剤   171,

気管支拡張斉1  3,

筆2鵠
アレル 。。

抗ビスタミン斉l   ,1,

去たん賓1    235t

解熱鎮痛,肖炎剤  1421

肇2賠鶏
アレル

1。 c

慎咳剤      70'

気管支拡張剤   01,

昭熱鎮痛消炎剤

その他のアレル
ギー用剤

去たん剤

主としてグラム

場性 陰性菌に
卜用するもの

清化性潰瘍用費1

解熱傾痛消炎斉1169

業婆曼
脚・抗祀

去たん剤    63

消イじ性潰瘍用斉, a′

肇2暑
qア
レル m

髯熱鎮痛消炎剤 157

薫蟹霙

静飢 抗
岬

去たん斉り     69

■神神経用剤  6♂

肖化性漬療用斉1 5g

解熱鎮痛消炎剤 162'

祭翼愛
脚 抗ヽ

螂

去たん斉1    89'

消化性潰瘍用剤 ,9

晴神神経用剤  53'

降熱鎮痛消炎剤 153

:婆釜
脚 抗`

¨

とたん斉1    82

肖化性漬瘍用剤 59

:2黛昴
ア吻レ m

曜熱鎮痛消炎斉1 14"

柴蟹葉
翻、抗山

去たん剤     0ア

消化性潰瘍用剤  031

隋神神経用剤   02

躍熱鎮痛消炎斉1 1● 7'

黒嬰露

剤、抗 .9

尊化性漬瘍用剤  ,″

官神神経用剤   051

去たん剤     519

曜熱鎮痛,肖炎剤

崖眠鎮静剤、抗
不安薬

道化性漬瘍用斉リ

直痛、鎮痒、収
改、消炎剤

宥神神経用剤

降熱颯痛,自炎済1110

1嬰霙静剤、抗¨

:L奏節、
収 92

肖化性漬瘍用剤 33

青神神経用剤  50

解熱鎮痛消炎剤 10J

紫曇奨
静剤、抗

。2

消化性潰瘍用剤 811

精神神経用剤  40

収鮮
畑

痛
●
籠
敏 諄普癸蜀

.収 ."

越l霙
静剤.抗 .2

犀熟鎮痛消炎斉J 9o

肖化性潰瘍用剤 30

青神神経用剤  37

iF苦編
、収ao

黒嬰霙
脚、抗蜘

羅熱鎮痛消炎剤 80

肖化性漬瘍用剤 77'

日科用剤    30
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・重複投薬患者 (1人当たり件数が3以上)の薬効分類別の構成割合をみると、0歳から14歳まで
は去たん剤が高くなっている。15歳以降では催眠鎮静剤、抗不安薬が高くなっている。 (表2-
4-2)

表2‐4-2=複投薬患者数(1人当たり件数が3以上)上位5薬効分類と割合(平成23年 12月 )
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・重複投薬患者の割合を都道府県別にみると、山梨 (0.85%)、 島根 (0.85%)な どが高く
なっている。 (表2-5)

表25都道府県別菫複投薬状況(平成23年 12月 )

患者数   1 重複投薬息者数 1重複投薬患者割合
,ヒ海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨I
栃木
群島
埼玉
千葉
東京
神奈川
新潟
富山
石りll

福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知

=●

2p23,301        11,757         053“
524,627             3.320              003“
463454          2524           054“
830.281         5.:12         t101%
442,585         3400          0'フ

"401.205           2458            001"
7●6,819             4.788              0631
014.405             3,769              0011
463,953          2497           ●541
480391             2.602              053“
1,120,150             0,001              ●59“
フ,0046             4,815              0021
4.149,209           30.400            074
1■81.210          10347           0フ 0嶼

870.329             4,053              050H
294,320          1,220          0421
311,780           :235           041,
172395           538           0● 11
268,103       22'0       08鵬
510,167         2.187          0421
722.927           4884            0601
978.024         5,47         ●55ヽ
2,185,002        :5,10         073,
448041             '604              0581

305,984             1,720              05
135,890             3,100              00
2,76.788         17,115          06
1●40.735          8p90          05
238553             1.236              05
196.121              1.140             05
181.006             1,203              00
28:,025          2387          08
663.204             3.984             00
1,142.501              0099              07

485,034      2,920       0
228,980             1.312              0
300,800             2,711              0
421,780             3,318              0
233.500             1.820              0
2.103.106            12.834              0

3o7.200         ,,93         0
401,48:             2,145              0
075,507             4,X13              0
459,120             3,439              0
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診療時間帯別の受診状況

・平成23年 12月 の時間内診療の割合を年齢階級別にみると、0-9歳で最も低く86.0%と なって
いる。20-24歳以降は階級が高くなるに従い緩やかに上昇している。 (図 3-1)

図3・1年齢階級別診療時間帯の状況(平成23年■2月 )

■深夜

口休日

■時間外

■時間内

●4t ,9' 1●n4● ‐ 19■ 2024● 25‐ 29● ‐ 34● 35‐ 39● 4044● 45・ 49崚 ‐54'5,59● 6064● 65・ 69■ 7oキ
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時間内診療の割合を傷病別にみると、頭蓋内損傷及び内臓の損傷 (65.8%)、 脳内出血

(690%)、 精神作用物質使用による精神及び行動の障害 (78.1%)な どが低くなっている。
(表3-2)

■32●自分口昴鰺燎綺口帯の状,(平成23年 12月 )
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・時間内診療の割合 (年齢補正後)を都道府県別にみると、熊本 (906%)、 愛媛 (907%)、
岐阜 (90.8%)な どが低くなっている。 (表3-3)

壺3-3●道府県別お凛時間帯の状況(平成
"年
12月 )
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表33都道府県別診薇時間帯の状況(犠き)(平成23年 12月 )

部薔府 嘔
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2 調査結果のまとめ

■最近 1年間のE魔崚|1受静状況               ｀

定期的に外来受診しているのは 3割 (321%)、 不定期だが外来を受診した経験があるのは

(366%)で ある。また、全体の 1割弱 (7.1%)に入院経験がある。

2109年と比較すると医療機関未利用者の割合が高く、4人に1人は利用していない。

4割弱

２

　

　

　

３

実施方法

(1)調査手法・調査設計

インターネット調査

対象者条件  :"歳 から74歳男女。年代、性別、地域、被保険者・被扶姜者の分布に
偏りがないよう、加入者の構成比に準してサンプル設計。

対象者数  :有効回収数 2,113サンプル
調査依頼数 3,0∞ サンプル (有効回収率 7α3%)

調査実施時期 平成23年 0月 8日～12日 (事前日査実■9月 2日 ～9月 6日 )

基本属性

性自 年代

7●籠lt`～ 74● ,

"入
区分

世帯年収

いい
にい
眈
”は目薇■日
にか

入
院
し
た

こ
と
が
あ
る

誅組
離札
肝院
の外来
に定期
的

●
科
に
■
腕
し
た

で
は
な
い
が
■
朧
し
た

お
燎
籠
や
■
”
の
外
彙
に
定
“
聞

■直近に受摯したE薇機出に対する機合満足魔
「満足」が 1割弱 (31%)、 rまあ満足」が 6割

人がおおむね満足している。

2009年と比較すると、「満足」の割合が低下し、

(610%)と、直近に受診した医療機関には 7割の

「どちらとも言えないJが高くなつている。

2000キ

2011年
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■受静意向とかかりつけ医の有無

具合が悪いときの受診意向は、「何日か際子を見て決めるJが 6割 (574%)と最も高く、「早めに受診する方で

ある」、「具合が悪くヽ 医療機関にはなるべく行かない」がそれぞれ2割となってしヽ 。また、医療機関の選び方

としては「はじめは近くの診療所を受診するJ人が9割 (883%)、 かかりつけ医がいるのは4割 (443%)である。

夜閥救急時の対応は自分自身の場合と子どもの場合では異なっており、自分自身の具合が悪くなった

場合は、「家でできる処置をしながら様子を見るJが 7割 (741%)を 占め、「救急を受け入れてくれる
医療機関を受診するJは 1割 〈1390/0)の一方、小学生以下の家族の具合が悪くなった場合は、「救急
を受け入れてくれる医療機EUを受診するJが 4割 (429%)と、高い割合となつている。

■医療全般に対する満足度

日本の医療全般に対しては、3割強 (353%)力
`お
おむね満足と回答している一方、「やや不満」

滴Jを合わせると4人に 1人は何らかの不満を感している。

2∞9年と比較すると、「やや不満」の割合が低く、「どちらとも言えない」が高し、

「不

2009年

2011年
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■ジェネリック医薬品の日知と使用糧熾

4割 (398%)に使用経験があり、「どういうものか知っていたが、使つたことはないJ

合わせると9割弱 (351%)が ジェネリック医薬品の内容まで認知している。

201D年と比較すると、使用経験者の割合が高くなっている。
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■EHAEj● OE択
半数近く (464%)が 「医療機関を受診した際の患者の負担割

合を増やす」と回答、次いで「税金を上げてまかなうJ(269%)、

「私たちが払う健康保険の保険料を引き上げるJ(211%)と な
つている。

"∞
年と比較すると、「医療機関を受診した際の患者の負担割

合を増やすJの割合が高く、「税金を上げてまかなうJの割合は

低い。

■サービス水準の維持と負担増

4人に 1人が「サービス水準が低下しても負担額は増やさないJ(247%)と 回答しており、2009年

よりも割合が高し、 また、「サービス水準が向上するなら負担増はやむを得ない」が 2割 (230%)で、

2∞9年に比ぺ低くなっている。

0  ,, 
腱

2● 4

2110

■公的保障と私的保障

6割強 (646%)が 、公的保障と私的保障の両方に入つている。「どちらも必要だが、今は民間保険に

は入つていない」は2割 (179%)、「医療保険は、公的保障だけで十分だと思つている」は 1割強(148%)

である。
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1.調査概要

(1)調査目的

協会支部に来訪されたお客様の満足度やご意見・ご要望を継続的に把握
‐分析するこ

と及び平成 22年度に実施した調査結果と時系列で比較することで、平成 23年度の支部

の窓口対応等の評価を得る。

(2)調査方法及び調査実施期間

① 調査方法
・アンケート用紙による自記入式

・アンケー トは、全体としての満足度、待ち時間、職員の応接態度 (6項 目)、 施設 (4

項目)、 訪間の目的達成の計 13項 目に関して、6段階評価を記入

※平成 23年度回答票 :8,297票

② 調査実施期間
平成 24年 1月 30日 ～2月 24日

2_調査結果

(1)お客様の内訳 (属性 )

"     `01    2●

■企業.事1所0ご担当者様  ■被保臓■棟  菫被撲11檬  口代理の方に霧族等) ●社会保険労務±0方  口その他  口儀回答

内訳 (属性 )
企業・事業所

のご担当
被保険者 被扶姜者

代理の方

(ご嫁鬱゙等)

社会保険

労務士
その他 無回答

構成比 86% 567% 112% 150% 34% 09% 42%
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(2)お客様の満足度

■満足 口やや満足 ■普通 ■やや不満 ●不満

全体 として

…

Ⅲらllm
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'(Lウ
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(3)お客様満足度 (「満足J+「やや満足」の計)の対前年度比較

●平成22年度  ●平成23年度
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の適き)
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平成 22年度 平成 23年度 増減

全体としての満足度 948% 955% 07%

待ち時間 916% 923% 07%

応接態度 (あいさつ) 948% 952% 04%

応接態度 (言葉づかい) 955% 958% 03%

応接態度 (身だしなみ) 947% 954% 07%

応接態度 (対応の速さ) 95.8% 958% 00%

応接態度 (説明のわかりやすさ) 9510/o 951% 00%

応接態度 (職員の専門的な知識) 934% 986% 02%

施設 (建物内の案内表示のわかりやすさ) 739% 754% 15%

施設 (フ
・
ライ′ヾ
"へ
の配慮) 824% 842% 18%

施設 (待合いハ
・漱) 824% 835% 11%

施設 (環寛の美化・清潔の保持) 895% 897% 02%

訪間の目的達成 955% 956% 01%
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1 調査概要

加入者の意見を適切に把握しサービスの改善や向上に努めるため、平成 23年 12月 から約

2カ月間、以下のとおりお客様満足度調査を実施しました。

(1)調査対象者

① 疾病任意継続被保険者の資格を取得した方 (2,000名 )

② 傷病手当金及び高額療養費を受けられた方 (1,000名 )

(2)調査方法

(1)の調査対象者ごとにアンケー トはがきを疾病任意継続被保険者の資格を取得した              (2)
方 (以下「疾病任継対象者」という。)に は被保険者証を送付する際に、傷病手当金及

び高額療菱費を受けられた方 (以下「保険給付対象者Jと いう。)に、支給決定通知書

を送付する際に同封しました。

(3)ア ンケー ト回収数

① 疾病任継対象者 :140/2,鰤名 (70%)

② 保険給付対象者 1184/1,000名 (184%)

2 アンケー ト調査結果

(1)疾病任継対象者

① 申請してから保険証がお手元に届くまでの期間について

③ 保険証がお手元に届くまでの全体的な満足度について

④ 電話によるお問い合わせに対する説明内容や言葉使いなどについて

保険給付対象者

① 申請してから給付金が振り込まれるまでの期間について

② 申請書の分かりやすさ、見やすさについて

③ 申請から給付金が振り込まれるまでの全体的な満足度について

④ 電話によるお問い合わせに対する説明内容や言葉使いなどについて
② 申請書の分かりやすき、見やすさについて
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保険者機能強化アクションプラン

〔製電:
協会は、保険者として健康保険事業を行い、加入者の健康増進を図るとと

もに、良質かつ効率的な医療が享受できるようにし、もって加入者等の利益

の実現を図ることを基本使命としている。

協会がこのような保険者としての機能を強化し、その機能を十分に発揮し

ていくため、次のような取組みを実施する。また、今後、これらの実施状況

等も踏まえ、必要な取組みの拡充・追加を行い、さらに保険者機能の強化を

図る。

1.地域の医療費等分析の推進

○ 各都道府県の医療費、健診及び保健指導の結果の状況を集計・分析し、

都道府県ごとにレーダーチャート等を作成し、加入者等に情報提供を行
い、支部における活用を進める。

○ 医療の質やコスト等に関するデータの収集やデータベースの充実を図る
とともに、さらに詳細な情報が提供できるよう、情報収集。分析の手法
に関して検討を進める。

2.ジェネリック医薬品の使用促進

022年 度診療報酬改定によるジェネリック医薬品の選択をより容易にする
仕組みの導入を踏まえつつ、加入者の視点から、ジェネリック医薬品の

使用を促進するための各般の方策を進める。

○ 特に、生活習慣病に重点を置き、ジェネリック医薬品に切替えた場合の

自己負担額の削減効果等を通知するサービスの全国展開の定着を図ると

ともに、その効果を踏まえつつ、より効率的な通知のあり方について検

討していく。

3.保健指導の効果的な推進

○ 特定保健指導について、生活習慣病のリスクに応じた行動変容の状況や

予防の効果を評価、検証し、効果的な保健指導を実施する。
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○ レセプトデータと健診データ、保健指導データの分析結果を活用し、保

健指導をはじめとした生活習慣病予防対策の効果的な実施に取組む。

4.関係方面への積極的な発信

○ 保険者間の連携のもと、医療費や健診データ等の分析結果も活かし、中

央社会保険医療協議会をはじめ関係方面に対して、加入者・事業主の立

場に立った保険者としての意見を積極的に発信していく。

○ 支部から都道府県医療政策部局などの関係方面に対して、意見を積極的

に発信していく。

5.調査研究の推進   、

○ 医療や保健事業に対する様々な加入者のニーズ等の収集・分析を進める。

022年度においては、保険者機能の強化のための基盤の整備を図るため、
有識者に参画を求め、次期の医療・介護の報酬改定に向けた調査研究を

行うとともに、医療費適正化や医療の質の確保及び医療費データ等の分

析などにおける保険者の役割や推進方策等に関して引き続き調査研究を

実施する。

○ これらの成果を踏まえ、具体的な取組みに活かしていく。

6.医療の利用に関する情報の提供

〇 希望者に対するインターネットを通じた医療費通知サービスについて、

個人情報保護等に留意して実施する。

○ 力日入者に対し、医療サービスや医療機関を適切に利用するための情報提

供や啓発に努める。

フ.加入者や事業主への広報

○ リーフレットなど紙媒体による広報を継続しつつ、ホームページ、メー

ルマガジンなどの ITを活用するとともに、地元メディアにおける発信
力を強化して、より効率的に加入者や事業主に対する広報を進める。

○ モニターや加入者アンケート、対話集会の開催等を通じて加入者や事業

主の声を直接聞く取組みを進める。
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